
2024年 7月 8日 

大阪府泉佐野市 

 

＜企業版ふるさと納税による寄附募集を開始＞ 

地産地消の再生可能エネルギー「木質バイオマス発電プロジェクト」 

 企業版ふるさと納税では、寄附額の最大約 9割を法人関係税から軽減 

 来年 2025年に「木質バイオマス発電所」を市内に開設予定 

 年間約 57,000kwh（約 20 トンの CO2削減）を発電 

大阪府泉佐野市は、カーボンニュートラルの実現と未利用木材の利用促進を目的に、地産地消の

再生可能エネルギー「木質バイオマス発電プロジェクト」を立ち上げ、本プロジェクトに対する、企業版

ふるさと納税（寄附額の最大約 9割が税軽減される制度）*の寄附募集を開始しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本プロジェクトでは、来年 2025 年に泉佐野市内に「木質バイオマス発電所」を開設し、市内の民有林か

ら得られる間伐材（約100トン）を活用し、年間約57,000kwh（約20トンのCO2削減）の発電をめざします。 

 

木質バイオマス発電は、大気中の二酸化炭素（CO2）濃度の上昇を抑制するものとして注目されている

再生可能エネルギーです。泉佐野市には、森林整備で間伐された木材のうち、未利用のまま山林に残置

されている間伐材等が年間 100 トン以上発生しています。この未利用木材を、地産地消の再生可能エネ

ルギーとして有効活用することで、カーボンニュートラルの実現と未利用木材の利用を促進します。 

 

近年、地球温暖化が起因とみられる気候変動により、大型台風や集中豪雨などの異常気象が頻発し、

多くの災害をもたらしています。こうした事態を受けて、泉佐野市は、2050 年温室効果ガスの実質排出

量ゼロ（ゼロカーボンシティ）をめざすことを宣言しました。この目標達成に向けて、本プロジェクトをはじ

め、環境問題への取り組みを進めてまいります。 

 
*企業版ふるさと納税は、地方創生につながる地方公共団体の事業に対して企業が寄附した場合、その寄附額の「最大

約 9割が」税軽減される仕組みです。これにより、企業の実質負担は約 1割まで圧縮されます。詳細は、以下の市ホーム

ページをご参照ください。 

（市ホームページ）：https://www.city.izumisano.lg.jp/kakuka/seicyou/omotenasi/menu/kigyouban/1596949663806.html 

 

 

泉佐野市について（http://www.city.izumisano.lg.jp/） 

泉佐野市は、大阪市と和歌山市のほぼ中間に位置し、美しい山河、緑あふれる恵まれた自然環境にあります。面積は約 

56．51 平方キロメートル、人口は約 10 万人の都市で、平成 6 年 9 月に開港した関西国際空港によるインパクトを最大

限に活用し、世界と日本を結ぶ玄関都市として、21世紀にふさわしい国際都市をめざしてまちづくりに取り組んでいます。 

 

本件に関する問い合わせ先 

泉佐野市 成長戦略室 おもてなし課 担当：檜（ひのき）、濱出（はまで） 

Tel:072-447-8126/ E-mail: omotenashi@city.izumisano.lg.jp 

 


